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 保健福祉企画総務課長 様 

 

                                                 中区役所維持管理課長 

 

 

岡山市くらしやすい福祉のまちづくり設計支援委員の 

意見等について（報告） 

 

 下記施設整備事業について、平成２３年 ３月２５日岡山市くらしやすい福祉のまち

づくり設計支援委員（以下「委員」という。）に意見を聴いた結果を報告します。 

 

記 

                      

事 業 名 

（整備概要） 
国道２５０号視覚障害者誘導用床材敷設工事 

委員からの意見 委員の意見に対する回答 

○ 警告ﾌﾞﾛｯｸを敷設しすぎると逆に分

かり辛いので必要数のみとしてほし

い。 

○ 舗装より点字ﾌﾞﾛｯｸの突起を高くし

てほしい。 

 

○ 幅や段差があると高齢者は大怪我に

つながるが配慮をお願いしたい。 

 

 

○ 自転車、歩行者等交通量が多いので

工事について配慮してほしい。 

 

○ 市内に色々な形状、材質のﾌﾞﾛｯｸがあ

り分かり辛いので統一してほしい。 

○ 対応します。 

 

 

○ 舗装の上に溶けたゴムを帯状に塗

るﾀｲﾌﾟなので舗装よりは高くなり

ます。 

○ 現道の整備なので用地の関係から

幅では配慮できませんが、舗装の凹

凸が大きいところについてはﾌﾞﾛｯｸ

敷設前に修繕します。 

○ 工期短縮や影響範囲の縮小ができ

るよう工法検討、製品の選定等しま

す。 

○ 今回の工事区間のものはJIS製品及

びJIS準拠品です。維持修繕時には

前後の製品と同一の製品を使用す

るように努めます。 

 


